
オンライン園長セミナー2021 

開催要綱 
 

【開 催 日】令和３年７月７日（水）～９日（金） 

【形   式】ＣｉｓｃｏＷｅｂｅｘによるオンライン開催 

【参 加 条 件】園長・園長候補者もしくは同等者 

【参 加 費】会員 10,000 円、非会員 12,000 円（資料代・消費税含む） 

【定   員】50 名 

【主    催】公益社団法人全国私立保育連盟 

 

全体テーマ 「保育をひらく」 

～今だからこそ語り合おう！現在(いま)を振り返り未来を描く～ 

全体趣旨： 

ウィズコロナで保育現場には「保育環境」や「行事」のあり方等の見直しが求められ、未だその対応に

苦慮させられることもあります。しかしながら、保育の本質である“子どもの最善の利益”自体は何も変

わることはなく、新生活様式では、その保育の営みを支える人と人との繋がりは、心と心の繋がりである

ことをあらためて教えてくれました。 

このセミナーでは、“保育所等における保育の質の確保・向上に関する検討会による「議論のとりまと

め」”、“保育所における自己評価ガイドライン 2020 改訂版”、“保育の現場・職業の魅力向上に関する報

告書”等の最新の保育の動向やポイントを押さえながら、「保育をひらく」をキーワードに様々な視点で

学び合っていきたいと思います。 

当初は対面での企画でしたが、コロナ感染拡大防止の観点より急遽、形式をオンラインに切り替え開

催することとなりました。全国の次世代リーダーが集い、心のうちを開いて現在（いま）を振り返り、“保

育をひらく”ために組織のあり方や今後の展望などを模索し、ありのまま語り合いましょう。 

 

第１日目（７/７・水） 

・開会・挨拶 

 

テーマ：「多様な視点を得るために保育をひらく」 

講 師：大豆生田 啓友氏（玉川大学教授） 

形 式：講義・ブレイクアウトセッション※ 

※オンライン上で少人数によるグループワークを行います。 

趣 旨： 

“保育所等における保育の質の確保・向上に関する検討会”の中で、多様な視点を得る「開かれた」取

組として、「保育者等が互いに保育を見合い対話する機会の充実」と「保育に関する様々な立場からの多

面的・多角的な検討の実施」とあり、様々な立場の人（保護者・地域・専門機関・学識者・園同士）に保

育をひらき、振り返り、実践・構築していくことが求められています。 

また、2020 年に改定された“保育所における自己評価ガイドライン”でも、一人一人の保育士等の資

質・専門性や職員間の協働性をより高めていくことが要であるとあります。まずは最新の保育の動向を

捉えつつ、自園の現状を振り返りながら多様な視点を得るために保育をひらくとは何かを学び合ってい

きたいと思います。 



第２日目（７/８・木） 

テーマ：「一人一人が輝く園風土を築くために現在（いま）の保育をひらく」 

講 師：富山 大士氏（こども教育宝仙大学准教授） 

形 式：午前 オンライン公開保育（録画またはリアルタイム配信）・事例報告 

              公開保育実施園：幼保連携型認定こども園寺子屋大の木 

     午後 講義・ブレイクアウトセッション 

趣 旨： 

「保育をひらく」というキーワードをベースに日常の保育を様々な立場の人に開くという取り組みを

している園も多いと思います。例えば、保育参観や保育参加などの行事、また法人役員として運営にも、

保護者や地域を巻き込んでいる園もたくさんあると思います。一方で、隣の園や地域の保育を見たり知

ったりする機会は極めて少ないことに加え、今までの公開保育では、事前準備が大変な上に一つの行事

のように計画された保育になってしまい、“普段の様子が見ることができない”や“質問責めにされて職

員が萎縮してしまう”など課題があると感じています。 

 そこで、あくまで普段の保育を公開することを目指し、新たな公開保育のあり方を問う取り組み事例

をご覧いただきたいと思います。そんな取り組みを見て、公開する側も見る側も学びになる公開保育を

共に創造してみませんか。 

また午後からは、その公開保育を見て感じたことを語り合いながら、職員一人一人が個性や特性を活

かしながら、子ども理解を深め、保育の楽しさを実感できる魅力ある職場づくりをしていくために何が

求められているのかを考えていきたいと思います。 

 

第３日目（７／９・金） 

テーマ：「繋がりを大切にする組織をつくるために保育をひらく」 

講 師：上村 晶氏（桜花学園大学教授） 

形 式：講義・ブレイクアウトセッション 

趣 旨： 

 コロナ禍を経験した今だからこそ、子ども・保護者・保育者など園を取り巻く全ての人との心の繋がり

が重要視されているように感じます。リーダーには、子どもたちに関わる様々な立場の人々をつなげ、保

育について対話する機会をつくりだす役割が期待されます。 

本セミナー最終日では、多様な保育集団のありようを語り合い、明日に繋がるヒントを持ち帰ってい

ただける機会になればと願っています。 

 

・閉会・挨拶 
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＊セミナー最終日までの全日程を受講された方には、修了証を発行いたします。 

 

【セミナー参加環境】 

・インターネットに接続できるカメラ・マイクが使用可能なパソコンまたはタブレットを１人１台で 

受講できる環境でご参加をお願いいたします。 

・セミナーの招待メールをお送りいたしますのでメールアドレスの登録を必ずお願いいたします。 

 

【申込み方法】 

・ 申込書に必要事項をご記入のうえ、メールまたは FAX にて申込先へお送りください。 

・ 「参加費納金方法のご案内」を返送いたしますので、到着後５日以内に参加費をお振込みください。

ご入金の確認をもってお申し込み完了となります。 

・ 申込書送信後５日が経過しても「参加費納金方法のご案内」が届かない場合はお問い合わせください。 

・ 入金確認が取れた方には令和３年７月５日（月）に招待メールをお送りいたします。 

・ 令和３年７月６日（火）に事前接続テストならびに操作方法の説明を行います。 

・ 申込み完了後、テキストを書店から配送いたします。 

 

【申込み締切り】令和３年６月 23 日（水） 
・ 定員になり次第、締切らせていただきます。 

・ なお、締切り以前に定員に達した場合は、以後のお申込みはキャンセル待ちとなります。 

 

【申込みにあたってのお願い】 

・ 取り消しの場合でも参加費は返金いたしません。 

・ 但し、主催者判断による中止の場合は全額返金いたします。 

 

【個人情報の取り扱いについて】 

・ 個人情報は慎重に管理し、本研修会の運営・管理の目的に限って使用いたします。 

・ また、研修会の参加者名簿には「氏名」「都道府県・指定都市名」「施設名」「職名」を記載いたします。 

 

申込み・問合せ先 

〒111-0051 東京都台東区蔵前 4－11－10 

（公社）全国私立保育連盟 研修部 

℡ 03-3865-3880／Fax 03-3865-3879 

E-mail kensyu@zenshihoren.or.jp 



＊質問や意見などございましたらご記入ください。
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受付日

事務局記入欄

〒 −

法人名 施設名
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＊参加動機・開催要綱をみて学びたいと思ったことをお聞かせください。
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